












































































































　δ st（v）は、条件 s ≠ t ≠ v を満たす始点 s





（図５．） 媒 介 中 心 性 指 数 の 定 義（『A faster 









（図６．） （s，t）ペアのみ考えた場合の頂点 v の媒
介中心性指数（媒介度・依存度）の定義（『A 











（図７．） （s，●）ペアで考えた場合の頂点 v の媒
介 中 心 性 指 数 の 定 義 ● ≠ s ≠ v（『A 























































































































































キュー エージェント集合型 node エージェントを格納するキューの実体
キュー先頭 整数型 キューに格納されているエージェントの先頭位置を示す
キュー最後 整数型 キューに格納されているエージェントの最後の位置を示す

































X 実数型 エージェントの X 座標値
Y 実数型 エージェントの Y 座標値
Layer 整数型 ノードを表示するレイアー（未使用）
Direction 実数型 エージェントの向いている方向（未使用）
state 整数型 node エージェントの状態を表す。（未使用）
IDNo 整数型 プログラム上ノードを識別するための数値
link エージェント集合型


















































FromNode 整数型 連結元 node エージェントの IDNo を保持する。
ToNode 整数型 連結先 node エージェントの IDNo を保持する。
cost 整数型 連結先 node エージェントへパケットを転送するコスト値（今回未使用）
媒介中心性指数 実数型











































































21 FromAgt ＝ GetAgt（Universe.nodeAgtset,０）
　 　
22





28 ToAgt ＝ GetAgt（Universe.nodeAgtset,０）





















40 MakeAgtset（Universe. 全ノード ,Universe.Nodefield.node）//　node エージェントのみ集める
41 ForeachoneinUniverse. 全ノード




































































































4 AddAgt（Universe. キュー ,one）



















9 ifUniverse. キュー先頭>＝ Universe. キュー最後then
10 結果＝１//取り出しデータなし
11 else
12 one ＝ GetAgt（Universe. キュー ,Universe. キュー先頭）
13 ClearAgtset（Universe.nodeAgtset）
14 AddAgt（Universe.nodeAgtset,one）










6 AddAgt（Universe. スタック ,one）














12 one ＝ GetAgt（Universe. スタック ,Universe. スタック最後）
13 ClearAgtset（Universe.nodeAgtset）
14 AddAgt（Universe.nodeAgtset,one）




















































































56 one. 距離＝ node. 距離＋１






63 ifone. 距離＝＝（node. 距離＋１）then
64 one. 最短ルート数＝ one. 最短ルート数＋node. 最短ルート数
65 AddAgt（node. 別の最短 tree,one）//　ノードの次のノードを別の最短経路上のノードとしてつなぐ
66






























97 iflink エージェント .ToNode＝＝ node.IDnothen


















　 イ ン ク ル ー ド 宣 言（include
"ExportNodeData.inc"）により artisoc により
自動的に読み込まれて使われる。

























24 WriteFileCSV（1,node. 最短ルート数 ,False）//最短ルート数
25 WriteFileCSV（1,node. 距離 ,False）//距離
26 WriteFileCSV（1,node. 依存度 ,False）//依存度
27 WriteFileCSV（1,node. 媒介中心性指数 ,False）//媒介中心性指数




















14 //１つの link 情報を１行の csv 形式で書き出す
15 WriteFileCSV（1,link.FromNode,False）//リンク元ノード IDNo
16 WriteFileCSV（1,link.ToNode,False）//リンク先ノード IDNo
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